
い
交
通
網
の
構
築
を
進
め
る
た
め
、
交
通

事
業
者
を
は
じ
め
、行
政
や
学
識
経
験
者
、

市
民
な
ど
で
組
織
す
る
「
小
樽
市
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
を
平
成　

年　
２９

１１

月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
本
市
の
地
区
別
人
口
の

推
移
や
自
動
車
保
有
台
数
な
ど
の
デ
ー
タ

の
ほ
か
、
公
共
交
通
の
利
用
実
態
を
把
握

す
る
た
め
に
実
施
し
た
、
通
勤
・
通
学
者

や
観
光
客
な
ど
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

令和元（２０１９）年８月　広報おたる　２

地
域
公
共
交
通
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
公
共
交
通
。
本
市
の
路
線
バ
ス
の
現

状
に
つ
い
て
は
、
本
誌
４
月
号
で
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
人
口
の
減
少
と
少
子
高
齢

化
等
の
影
響
に
よ
り
利
用
者
数
が
減
少

し
、
現
在
の
バ
ス
路
線
網
を
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
市
で
は
、
地
域
の
特
性
や
市

民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し

小
樽
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を

小
樽
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

策
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
構
築
を
目
指
し
、

市
で
は
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
構
築
を
目
指
し
、「「
小
樽
市
地
域
公
共
交

小
樽
市
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
計
画
で
示
し
た
本
市
に
お
け
る
公
共
交
通
の

通
網
形
成
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
計
画
で
示
し
た
本
市
に
お
け
る
公
共
交
通
の

将
来
像
や
基
本
方
針
、
そ
し
て
そ
の
方
針
に
基
づ
く
施
策
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

将
来
像
や
基
本
方
針
、
そ
し
て
そ
の
方
針
に
基
づ
く
施
策
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

暮らしを支え、訪れる人にも利用しやすい
持続可能な地域公共交通の構築

地域公共交通

のあるべき姿

（将来像）

目標�

車両等のバリア

フリー化の促進

基本方針１
市民生活を支え利

便性の高い地域公

共交通網の形成

目標�

地域内外の移動

の利便性を確保

目標�

交通結節点の利

便性向上

施策１

地域公共交通網におけ

る利便性の強化

【想定事業】

・鉄道とバスの乗り継

　ぎ環境の改善

・バス待ち環境の整備

など

目標�

分かりやすい情

報等の提供

基本方針４
市民・来訪者に分かり

やすく利用しやすい地

域公共交通の実現

施策４

地域公共交通の利用

促進策の展開

【想定事業】

・ＳＮＳ等による公

　共交通情報の発信

・企画乗車券

など

目標�

運行効率の向上

目標�

安定した運営形

態の構築

施策２

持続可能な交通

体系の構築

【想定事業】

・適正な運賃の

　設定

・交通事業者へ

　の公的補助

など

基本方針２
持続可能で安定

した運営形態の

構築

目標�

関係者の連携・

協力の仕組みづ

くり

施策３

市民・交通事業者・行政等が

連携・協働した地域公共交通

利用に向けた仕組みづくり

【想定事業】

・バスの乗り方教室

・商店街などと連携したバス

　割引制度

など

基本方針３
市民・各種交通事業者・行

政等が連携・協力し、支え

育てる地域公共交通の実現

基本方針の実現に向けて

３　令和元（２０１９）年８月　広報おたる

　

そ
し
て
、
平
成　

年
３
月
、「
小
樽
市
地

31

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
の
素
案
が
完

成
し
、
そ
の
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
経
て
、
令
和
元
年
５
月
に
同
計
画
を
策

定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

同
計
画
で
は
、
地
域
公
共
交
通
の
現
状

や
ニ
ー
ズ
、
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て

検
証
し
た
上
で
、
本
市
に
お
け
る
課
題
等

を
整
理
し
、
地
域
公
共
交
通
の
あ
る
べ
き

姿
（
将
来
像
）
を
「
暮
ら
し
を
支
え
、
訪

れ
る
人
に
も
利
用
し
や
す
い
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
の
構
築
」と
定
め
ま
し
た
。

　

同
計
画
の
対
象
期
間
で
あ
る
令
和
７
年

度
ま
で
は
、
バ
ス
路
線
網
に
つ
い
て
現
状

を
維
持
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
、

利
用
実
態
に
応
じ
た
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
な

ど
運
行
効
率
の
向
上
を
含
め
、
四
つ
の
基

本
方
針
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
施
策
な
ど

を
設
定
し
て
い
ま
す
（
２
ペ
ー
ジ
下
の
図

を
参
照
）。

　

今
後
、
協
議
会
で
は
、
基
本
方
針
に
基

づ
く
施
策
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
利
便

性
の
強
化
を
図
る
た
め
、
鉄
道
と
バ
ス
の

乗
り
継
ぎ
環
境
の
改
善
や
バ
ス
待
ち
環
境

の
整
備
、
利
用
促
進
策
と
し
て
、
公
共
交

通
情
報
に
関
す
る
発
信
や
企
画
乗
車
券
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
構
築

を
図
る
た
め
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
バ
ス

事
業
者
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
適
正
な

運
賃
の
設
定
や
交
通
事
業
者
へ
の
公
的
補

助
な
ど
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

バ
ス
路
線
維
持
の
た
め
の
も
う

一
つ
の
問
題

　

利
用
者
数
の
減
少
に
よ
り
、
市
内
の
バ

ス
路
線
の
収
支
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ

と
は
先
に
述
べ
ま
し
た
が
、
バ
ス
事
業
者

は
、
今
、
別
の
問
題
に
も
直
面
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
乗
務
員
の
確
保
で
す
。
近

年
、
乗
務
員
の
高
齢
化
や
若
い
乗
務
員
の

不
足
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

で
道
内
の
一
部
の
地
域
で
は
、
バ
ス
路
線

の
減
便
や
休
廃
止
な
ど
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
に
は
、
北
海
道
と
北
海

３０

11

道
バ
ス
協
会
主
催
で
、
９
事
業
者
な
ど
が

参
加
し
た
「
バ
ス
運
転
体
験
＆
合
同
就
職

相
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

市
内
を
運
行
す
る
バ
ス
事
業
者
で
は
、
乗

務
員
の
募
集
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
各
事
業
者
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
（
左
の
「
バ
ス
事
業
者
は
こ

ち
ら
」
を
参
照
）。

行
政
、
市
民
、
事
業
者
で
支
え
る

　

前
述
の
と
お
り
、
バ
ス
事
業
者
が
置
か

れ
て
い
る
現
状
と
し
て
、
利
用
者
の
減
少

に
よ
る
収
益
の
悪
化
と
乗
務
員
不
足
に
よ

る
路
線
維
持
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
市
の
公
共
交
通
は
、
事

業
者
が
中
心
と
な
っ
て
支
え
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
行
政
が
中
心
と
な
り
、

市
民
、
事
業
者
と
共
に
、
地
域
公
共
交
通

を
守
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
顕
著
に
進
む
本
市
に
と
っ
て
、

近
い
将
来
、
地
域
公
共
交
通
が
よ
り
一
層

必
要
と
さ
れ
る
時
代
が
間
違
い
な
く
訪
れ

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
、
身
近
な
公
共

交
通
が
な
か
っ
た
ら
�
。
地
域
公
共
交
通

を
維
持
す
る
た
め
、
事
業
者
の
努
力
や
行

政
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
新
幹
線
・
ま
ち
づ

く
り
推
進
室
�
�
４
１
１
１
内
線
４
８

０
、
�
�
３
９
６
３
へ
ど
う
ぞ
。

【北海道中央バス�】

同社バス事業部労務係

�０１１（２２１）５１６７

または同社ホームページ

http://qjin.chuo-bus.co.jp/jhomuin/  　

【ジェイ・アール北海道バス�】

同社総務部

�０１１（６２２）８０００

または同社ホームページ

https://www.jrhokkaidobus.com/recruit/

【ニセコバス�】

同社採用担当

�０１３６（５６）８１１１

または同社ホームページ

http://www.nisekobus.co.jp　　　      

　子どもの
頃から憧れ
ていたバス
の乗務員に
なりたいと
思い、長年
勤めていた
会社を辞めて転職しました。
　高齢者のお客様が乗るときは段差
のない所で乗ることができるよう、
縁石に寄せて停めたり、海外の観光
客の方には、言葉が分からなくて
も、笑顔を心掛け、身振り手振りで
行き先などを伝えたりしています。
お客様からお礼の言葉をいただいた
ときは、嬉しかったですね。
　私のように、大型車両の運転が未

経験でも、バスの
乗務員になること
ができます。大型
二種免許取得
の支援制度な
どもあります
ので、ぜひ皆
さんも挑戦
してみませ
んか。

北海道中央バス�乗務員

 竹  石  善  靖 さん
たけ いし よし やす

バス事業者はこちら

バス乗務員の方に
　　　　お話を聞きました


